
 

 

 

 

 

 

  

 

 「△△署ですが、あなたの事業所の○○さんの件で…」 

あなたが働いている事業所に警察から電話があったら、どうしますか？  

発達障害や知的障害のある方たちは、その特性ゆえに誤解されやすいことが多くあります。適切

な支援が常に受けられないために被害があっても訴えたり、疑いを晴らしたりすることが十分で

きない場合もあります。 

彼らの特性を地域の中で巻き込まれやすいトラブルやその対処方法を知り、ネットワークづく

りについて皆さんと一緒に考える機会にしたいと思います。ぜひご参加ください。 

 

あなたは、どうしますか？ 

知的障害や発達障害のある方たちは、その特性ゆえに誤解されやす 

 

 

日程：令和５年７月 30日（日）9：30～16：00 （受付９:15～） 

第 1部 9：30～12：30 

  講義１ 「発達障害のある方の犯罪の背景」  

愛知県医療療育総合センター中央病院 児童精神科医 吉川徹氏 

  講義２ 「いざというとき、弁護士にできること」  

名古屋南部法律事務所平針事務所 弁護士 髙森裕司氏 

講義３ 「刑務所等での社会復帰支援」  

公認心理師 岡部はるか氏（元 法務省法務技官） 

第 2部 13：30～16：00 

  グループワーク（身近な事例をもとに、「あなただったらどうする？」を考えます。） 
 

会場：名古屋市高齢者就業支援センター ５階大会議室 
        （地下鉄鶴舞・桜通線「御器所」駅 下車 徒歩 3分／会場へは公共交通機関をご利用ください。） 

対象：発達障害・知的障害のある人たちに関わる支援者（福祉・医療・司法・教育関係等） 

定員：第 1部（講義）のみ 40名 

     第 1部（講義）＋第 2部（グループワーク） 40名 

参加費：無料 

申込方法：裏面の申込用紙に記入の上、E-mail または FAXでお申し込みください。 

申込用紙は裏面 

主催：名古屋市発達障害者支援センターりんくす名古屋  共催：あいち発達障害者支援センター（予定） 



 

 

『支援している方が警察に連れていかれてしまったら』（７月 30日開催） 

      参加申込書  申込日 令和 ５年    月    日 

氏名 
ふりがな 

 

所属  職種  

連絡先 TEL  E-mail  

参加区分 

（どちらかに☑） 

☐ 全プログラム（第 1部＋第 2部）参加 

☐ 第 1部のみ参加 

 

支援対象者の年齢層 ☐ 成人       ☐ 未成年 

 

参加希望理由 

 

 

 

  

 

申込締切：令和５年６月３０日（木） 

※ 受付受領の返信等はいたしません。 

定員を超えお断りする場合は 7月 7日までに 

ご連絡いたします。 

 
＜問合せ先＞ 

〒466-0858 名古屋市昭和区折戸町 4-16 

名古屋市発達障害者支援センターりんくす名古屋 

TEL：052-757-6140  

MAIL：links@kodomoseishonen.city.nagoya.lg.jp 

 

担当：小川 

FAX 052-757-6141  名古屋市発達障害者支援センターりんくす名古屋 宛 

名古屋市高齢者就業支援センター 

名古屋市昭和区御器所通 3丁目 12-1 

御器所ステーションビル 

 

mailto:links@kodomoseishonen.city.nagoya.lg.jp

